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は　じ　め　に

目　　　次

　宇治市では、地域コミュニティをより活性化

していくために、人が気軽に集える「ばし

ょ」、人が集う「きっかけ」、そして集った

人々の継続的な「つながり」の３つを大切にし

た、新たなコミュニティ「まちのリビング」の

創出を目指しており、その一環として、地域や

地域活動団体の皆様による取組を、様々な補助

金を通じて応援しています。

　本書では、市内で実際に行われている取組を

ご紹介します。 本書が身近な場所で新たなコミ

ュニティが育まれていくキッカケとなれば幸い

です。

［まちのリビング イメージ図］
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１１１
地域住民の方々と、「１１月８日のイベントで
なにがしたい？」をテーマに"意見収束の場"と
位置付けたワークショップを実施。
地域ニーズ実現のためにどんなイベントにする
か、イベントのテーマや内容を地域のみんなで
考えました。

２２２Step.Step.Step.
地域住民の方々と、「老ノ木集会所・老ノ木児
童公園でやってみたいこと」をテーマに"意見
発散の場"と位置付けたワークショップを実
施。
アイデアを出し合い、地域の公共施設を楽しく
活用するイメージを膨らませました。

第1回
ワーク

ショップ

 　地域住民のニーズや公共施設の活用アイデアを把握するため、地域住民の声を聞く

ワークショップを実施。ワークショップでは多様な意見や視点が集まり、それらを踏ま

えて、既存の町内会事業と連携した具体的な取組へと発展。

 　町内会（小倉連合町内会）と地域活動団体（NPO法人まちづくりねっと・うじ）と

の協働により、それぞれの強みを活かした活動が展開され、多様なつながりが創出され

た他、地域における新たな交流空間の形成につながった事例。

Step.Step.Step.

▶▷事業の流れ

↑第１回ワークショップの様子 ↑第２回ワークショップの様子

［取組の概要］

PointPointPoint
単にワークショップを開催するだけでは参加が広がりにくいため、参加者が気
軽に楽しめるイベントと同時に実施することで、イベント参加者を自然な形で
ワークショップへ巻き込むことができ、普段は施設を利用していない層を含
め、多様な立場の方と意見交換することができました。

０１ まちづくりねっと・うじ  ×小倉連合町内会の取組
（まちの縁がわ促進事業）

まちの縁がわラボまちの縁がわラボまちの縁がわラボ

第2回
ワーク

ショップ

２



　ばしょ　：　老ノ木集会所・老ノ木児童公園

町内会、地域活動団体、NPO、学生などの多様
な主体が協働し、集会所と公園を一体的に活用
してイベントを実施した。
その結果、参加者同士の会話や交流が自然に生
まれ、会場の各所で新たなつながり（縁）が創
出される等、交流の広がりが見られた。

３３３Step.Step.Step. Step UpStep UpStep Up
イベントを通して生まれた交流（縁）がキッカケと
なり、子ども食堂や集会所の開放事業へと取組が波
及し、地域内の様々な場所で新たな「交流空間」が
創出されている。こうした動きにより、日常的に人
が集い、関わり合う機会が広がる等、地域における
新たなつながりが生まれている。

↑まちの縁がわラボの様子

［ばしょ・きっかけ・つながり］

PointPointPoint
本イベントが、地域住民と地域で活
動されている方々とをつなぐきっか
けとなるよう、地域での活動を始め
たばかりの方々と協働することを意
識して事業コーディネート。

↑新たに小倉地域で始まった取組↑

PointPointPoint

イベント
（まちの縁がわラボ）

地域住民の
集いの場

（まちのリビング）

【げっぽ食堂】
地域の子どもたちを対象とした子ども食
堂を開催！

【おぐらうんじ】
定期的に老ノ木集会所を開放し、地域住
民が気軽に集える空間を創出！

３

きっかけ　：　地域住民による集会所と公園を一体活用
　　　　　　　したイベントの実施

つながり　：　イベント実施にかかる多様な主体の
　　　　　　　協働による顔の見える関係性づくり



第1回ワークショップの様子１１１

第2回ワークショップの様子

Step.Step.Step.

２２２Step.Step.Step.

みんなで

一緒にスポーツ

がしたいな

参加者が楽しめる催しと

同時開催！！

／自然と会話が生まれる＼

夏休みの工作を

作ったよ！

（まちの縁がわ促進事業）

＼災害に備えられる地域に/

交流が生まれる休憩スペース♪

アイデアの

収束！！

アイデアの

発散！！

０１ まちづくりねっと・うじ  ×小倉連合町内会の取組

４



まちの縁がわラボ３３３Step.Step.Step.

＼青空の下で交流
♪／

卓球バレーで

多世代交流

もしかじ体験！

コーヒー

おいしい♪

５



Step UpStep UpStep Up おぐらうんじ（小倉のまちの未来を育むラウンジ事業）

Step UpStep UpStep Up げっぽ食堂

（まちの縁がわ促進事業）

小学生たちは集会所で

宿題を済ませ隣接する公園へ！

＼地元の高校生とも協働！／

BINGO！

美味しかった！

ご馳走様でした！

０１ まちづくりねっと・うじ  ×小倉連合町内会の取組

６



小倉連合町内会　野川会長

NPO法人まちづくりねっと・うじ　日野代表理事

［事業コーディネーターの想い］

　人とのつながりを大切にしながら、みんなの「チャレンジし
たいこと」や「やってみたいこと」を安心して実現できる場
が、これからますます重要になると感じており、今回の事業が
その一つのモデルになればとの想いでコーディネートしまし
た。
 　また、今回の事業をはじめ、学生さんや子育て中のお母さん
たちが、それぞれの想いや得意なことを活かしながら、しなや
かに楽しく挑戦している姿からは、多くの気づきや刺激をいた
だいています。
 　こうした前向きな挑戦が地域の新しいつながりや活力につな
がっていくと信じて、若い世代の「やってみたい」という気持
ちを、これからも温かく後押ししていければと思っています。

［地域の想い］

　町内会は、地域コミュニティ活動の中核を担う、かけが

えのない存在です。少子高齢化が進む中で、その活動は決

して容易ではありませんが、日々の活動が、顔の見える関

係と温かな”地域のつながり”を育んでいます。

　“地域のつながり”の積み重ねは、いざという時の支え合

い＝防災力 の向上にもつながり、地域の安心・安全を支え

る大きな力となります。一人でも多くの方に関心を持って

いただき、共に地域を盛り上げていければ幸いです。

　また、今回の取組は、既存の町内会活動に新たな主体が

加わることで実現しました。「役員の負担軽減」や「新し

い活動を始めてみたい」と考えている他町内会の皆様にと

って、少しでも参考になれば嬉しく思います。

７



Step.Step.Step.１１１
「みんなで地域の未来をつくる」という理念の

もと、ろくみら（みんなで六地蔵の未来をつく

るプロジェクト）実行委員会が設立。

定期的に地域の公会堂を開放し、地域の未来に
ついて語り合う交流会（スナック地蔵）をオー
プン。
交流が広がる中で、地域活性化のアイデアが生
まれ、近隣の商店街や町内会などと協働しイベ
ントを企画・実践することが決定。

ろくみら
実行委員会

設立

０２ ろくみら実行委員会の取組

Step.Step.Step. ２２２
地域住民の
集いの場

（スナック地蔵）

［取組の概要］
　「ろくみら実行委員会」主催による地域の交流会「スナック地蔵」の中で生まれ

た地域活性化のアイデアを基に、地域住民が主体的に関わりながら協働して具体化

したイベント「ろくみらプチまつり 」を実施。

 　日常的な集いの場を通じて生まれた関係性が基盤となり、イベントの実施に至っ

たものであり、その過程においても新たな担い手や関係者の参画が見られた。

　イベントの実施を契機として、既存のつながりが一層深まり、新たなつながりや

取組の創出へと広がっていった事例。

↑ろくみら実行委員会のメンバー ↑スナック地蔵の様子

同じ想いをもったメンバー
が数人集まれば活動は可能
です。小規模でも無理のな
い形で継続的な活動につな
げることが重要。

PointPointPoint PointPointPoint
地域に集いの場（交流空間）
を設けることで、住民同士の
交流が生まれ、地域をより良
くするためのアイデアが自然
に発散される環境に発展。

（まちの縁がわ促進事業）

ろくみらプチまつりろくみらプチまつりろくみらプチまつり

▶▷事業の流れ

８



Step UpStep UpStep Up３３３
イベントテーマを「子育て世代と地域をつな
ぐ」とし、メインターゲットを子育て世代に設
定。
六地蔵エリアの商店と子育て世代とのつながり
創出を目的に、多様な催しを企画・実践。

Step.Step.Step.
イベントを通じて、ろくみら実行委員会の認知
度が高まり、地域交流会（スナック地蔵）の参
加者が増加。
地域に集いの場を創ることで生まれたつながり
が、イベントの実施を通じて、新たなつながり
へと広がりをみせている。

↑ろくみらプチまつりの様子
↑スナック地蔵の様子

［ばしょ・きっかけ・つながり］

様々な主体と協働しイベ
ントを企画・運営するこ
とで、新たなつながりが
生まれました。

地域の集いの場をきっかけ
に新たなつながりが生ま
れ、そのつながりが集いの
場の活性化へとつながる好
循環が生まれています。

PointPointPoint PointPointPoint

ろくみら
プチまつり
企画・運営

地域住民の
集いの場

（スナック地蔵）

９

　ばしょ　：　六地蔵公会堂・奈良町児童遊園

きっかけ　：　地域住民による公会堂と公園を一体活用
　　　　　　　したイベントの実施

つながり　：　イベント実施にかかる多様な主体の
　　　　　　　協働による顔の見える関係性づくり



スナック地蔵の様子

ろくみらプチまつりの様子

Step.Step.Step.２２２

３３３Step.Step.Step.

０２ ろくみら実行委員会の取組

この場所で

こんなことが

できたらいいね♪

六地蔵エリアを

もっと魅力的な

まちにしたい！

＼みんなでラジオ
体操／

運営スタッフみんなで記念撮影

（まちの縁がわ促進事業）

１０



　私たちの取組は、メンバーそれぞれの得意分野を活かし

て、地域の活性化を目指しています。

　子どもたちに「明るい未来を見せたい」、「暮らしやす

いまちを残したい」という想いで、活動に取り組んでお

り、子育て中の方々とその子どもたちが無理なく参加でき

るよう、時間帯や内容の工夫、交流が生まれる雰囲気づく

りに配慮しています。

　今後はさらにこうした工夫を充実させることで、子育て

世代をはじめとした幅広い世代の参加を促し、六地蔵エリ

アの活性化を目指します。

ろくみら実行委員会　西村さん（西村防災設備株式会社）

［事業コーディネーターの想い］

ろくみら実行委員会　潮見さん（川魚専門店
うなぎのしお冨）

　商店街には「まち全体で子どもを見守り育てる環境」が

潜在的にあるように思います。

 　人との触れ合いが希薄化している現代ですが、今回の

ような取組を通じて、困ったときに相談できるような関係

性を築くことができればと考えています。

 　今後、この活動が地域に定着し、さらに活動の仲間が

増えることで、私たちのような地域の個人商店と子育て世

帯がつながり、安心して子どもを育てられる環境が広がっ

ていくことを期待しています。そして最終的には、「まち

全体で子どもを見守り育てる環境」を実現していきたいで

す。

１１



０３ はすみんかふぇの取組

［取組の概要］
　定期的に集会所を開放し、駄菓子やドリンクを楽しみながら気軽に立ち寄れ
る場づくりに加え、夏まつりなどの季節イベントを通じて、世代を超えた交流
の機会を生み出している。
　特別な施設や大規模なイベントでなくとも、地域にある集会所を開放し、人
が集える工夫を施すことで、これまで関わりの少なかった地域住民同士が自然
につながり、顔の見える関係が広がる等、新たな地域の居場所づくりにつなが
っている事例。

［ばしょ・きっかけ・つながり］

 　何かをしなければならない場所ではなく、何もせずゆったりと
過ごせる“実家”のような空間づくりを心がけています。

 　まちのリビング創出促進事業補助金を活用し、屋外での時間を

楽しめるようテラステーブルを購入したほか、お正月には地域の皆

さんと一緒にお餅つきを楽しめるよう、餅つき機も購入させていた

だきました。

　今後も、参加してくださる方一人ひとりのリクエストや希望を大

切にしながら、みんなでゆったりと楽しめる時間を重ねていきたい
と考えています。

　開催日はインスタグラム等で発信しています。ぜひ“実家”のよう

な気持ちで、ふらっとお立ち寄りください♪

※ “はすみんかふぇ”の阿戸さんは前述（P２〜７）で紹介した
　 老ノ木集会所・老ノ木児童公園の取組にもご協力いただいております。

［事業コーディネーターの想い］

はすみんかふぇはすみんかふぇはすみんかふぇ

はすみんかふぇ　阿戸さん

１２

　ばしょ　：　蓮池中集会所

きっかけ　：　お茶タイム、駄菓子、遊び
　　　　　　　季節のイベント　など

つながり　：　居合わせたもの同士で相談したり、
　　　　　　　教え合うことで会話が生まれ、
　　　　　　　地域のつながりができる



はすみんかふぇの様子

１３



［取組の概要］
　地域にある花屋の一角を開放し、ワークショップや季節に応じたイベントを開催
することで、誰もが気軽に立ち寄れる交流空間を創出。
　また、花屋という日常的に人が訪れる場所を活用することで、これまで地域活動
に参加してこなかった人たちの参加のハードルを下げ、ふらりと立ち寄れる”開か
れた場所”となった。
 　民間施設の一部を地域に開放することで新たな交流空間を生み出したものであ
り、地域における新たな交流空間の可能性を示す事例。

［ばしょ・きっかけ・つながり］

［事業コーディネーターの想い］

０４ 花おりfreeスペースの取組

食で健康つくりのまち事業食で健康つくりのまち事業食で健康つくりのまち事業

　薬膳や野菜の栄養を日々の食生活に取り入れるための学び

の場を開き、講座や実践的なワークショップを通じて、参加

者が無理なく参加し、継続して集える工夫をしています。

　また、採択いただいたまちのリビング創出促進事業補助金

を活用し、調理器具や備品の整備をさせていただき、参加者

が快適に過ごせる環境を整えました。

 　取組の中で、少しずつ参加者同士の交流も見受けられま

す。誰もが立ち寄れる安心の場から、食を通じた健康の輪を

広げていきます。

花おりfreeスペース　中田さん

１４

　ばしょ　：　花おりfreeスペース

きっかけ　：　ワークショップ、季節のイベント

つながり　：　ワークショップや季節のイベントを通した出会いや、日々に役立つ
　　　　　　　情報の交換など、地域の方のつながりが生まれる



食で健康つくりのまち事業の様子

１５



［取組の概要］
　地域のみんながつながりを大切にし、子どもからお年寄りまで年齢や性別を問
わず関わることができる場所づくりを目指し、月１回のゴミ拾い活動を中心にキ
ッズマルシェ等の様々な取組を実施。
 　日常的な活動の中に交流の要素を織り込むことで、普段は接点の少ない世代同
士のゆるやかなつながりが生まれ、誰もが気軽に参加できる交流空間が創出され
た事例。
　当該事業は２年の補助期間を経て、令和８年度より地域からの応援を受けて自
走される予定。

［ばしょ・きっかけ・つながり］

［事業コーディネーターの想い］

子どもみらいのen子どもみらいのen  子どもみらいのen ~街のしあわせプロジェクト～~街のしあわせプロジェクト～~街のしあわせプロジェクト～

０５ ｅｎ ｂｒｉｄｇｅ の取組

en
bridge　田端さん（左）勝見さん（右）

　人と人との縁をつなぎ、子どもたちに地域を
大好きになってもらいたいという想いで活動を
始めました。
 　定期的に実施することで、活動中にお声掛け
いただく機会も増え、新たにご夫婦やご家族で
参加してくださる方もいらっしゃいます。
 　また、現在では、私たちの想いに賛同してく
ださる地元商店等から協賛金をいただきなが
ら、活動を続けることができています。
 　今後も、活動を通じてつながった地域の縁を
大切にしながら、無理のない範囲で継続してい
きたいです♪

　ばしょ　：　こひつじこども園、西宇治公園、マルイ印刷

きっかけ　：　クリーンプロジェクト、マルシェ、
　　　　　　　キッズマーケット

つながり　：　子どもたちが活動することで、地域の
　　　　　　　みんなが応援し、一緒に楽しむキッカケづくり

１６



子どもみらいのen～街のしあわせプロジェクト～の様子

１７



~放課後のひみつきち～~放課後のひみつきち～~放課後のひみつきち～

［取組の概要］
　同じ地域に住む子ども同士の交流を目的として、自宅やガレージを開放し、季節

ごとのイベントやワークショップの開催に加え、宿題や自主学習ができる居場所づ

くりを実施。

 　小中学生を中心に多くの子どもたちが訪れ、宿題後に遊ぶ姿やテスト勉強に取り

組む様子等が見られ、それぞれが思い思いの時間を過ごす場となっている。

 　自宅の一部を地域に開くことで、子ども同士のつながりに加え、保護者や地域住

民との交流も生まれ、「気軽に立ち寄れる場」として機能する居場所が創出された

事例。

［ばしょ・きっかけ・つながり］

［事業コーディネーターの想い］

０６ しろくまべえすの取組

　地域の子どもたちに自宅・学校に次ぐ「第３の居場所」を創
りたいという想いで活動を始めました。現在では親子で参加さ

れる方も増え、保護者間のつながりも生まれています。

　準備の観点から不定期開催となっていますが、子どもたちの
口コミで広がり、幼稚園児から中学生まで毎回１０名程が参加

してくれています。また、活動を通じて不登校の子どもが再び
学校に通えるようになった事例もあり、やりがいを感じていま

す。

　今後はご近所にお住まいのご年配の方々も参加できるイベン

トを企画し、多世代交流の場として発展させていきます！

しろくまべえす

にしおぐら放課後クラブにしおぐら放課後クラブにしおぐら放課後クラブ

　ばしょ　：　自宅、ガレージ

きっかけ　：　宿題、音楽、アート

つながり　：　学年に関係なく子どもたちが声を掛け合い
　　　　　　　地域住民が主体的に関われる活動空間に

１８

竹田さん（左上）、河原さん（右上）、末永さん（左下）、森川さん（右下）



にしおぐら放課後クラブ～放課後のひみつきち～の様子
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［取組の概要］
　地域福祉センターを活用し、多世代が気軽に集い、交流できる地域の居場所づく

りを実施。

 　子ども同士で宿題を教え合ったり、大人が子どもに昔遊びを教えて一緒に遊ん

だりするなど、その場に居合わせた人が自由に過ごせる空間となっており、年齢や

立場を越えた自然な関わりが生まれている。

 　地域にある公共施設を活用して、地域に開かれた住民の居場所を創出したこと

で多様な交流が生まれ、「気軽に立ち寄れる場」として機能している事例。

［ばしょ・きっかけ・つながり］

［事業コーディネーターの想い］

放課後事業 ふらっと放課後事業 ふらっと放課後事業 ふらっと

０７  ここいこおぐらのおうちの取組

　「ふらっと」は、子どもから高齢者まで、誰もが

自然に関わり合いながら“みんなでつくる居場所”で

ありたいと考えており、事業名のとおり、誰もがフ

ラットな気持ちで、気負わずフラッと立ち寄れる空

間を大切にしています。

　世代を超えたつながりの中で、それぞれが役割や

居場所を見つけ、高齢者の生きがいや、やりがいに

もつながることで、安心して暮らせる地域づくりに

つながればと願っています。

ここいこおぐらのおうち

２０

　ばしょ　：　地域福祉センター

きっかけ　：　宿題、遊び、食事会、地域新聞作り

つながり　：　遊び、学び、食を通じて多世代が集まる放課後の居場所に

（左から）山田さん、畦森さん、中村さん、ラッセルさん



放課後事業ふらっとの様子
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◎ まちのリビング創出促進事業補助金

若者や子育て世代をはじめ多世代にわたり、集いやす
く、居心地のよいコミュニティスペースを活用した地
域コミュニティの活性化に資する“まちのリビング”の
創出促進を支援する補助金
※本書は、この補助金の活用事例を中心に紹介しております。

「地域のために何かやりたい」

という想いをもった方に

オススメ！

０８  補助制度の紹介

◎ 町内会・自治会活性化事業補助金

地域コミュニティの活性化につながる町内会・
自治会の取組を支援する補助金
旧）地域コミュニティ活性化事業補助金

町内会・自治会活動の

活性化を目指す方に

オススメ！

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

◎ 地域活動サポートデイ

活動に関する個別相談会や活動団体同士の交流会、
活動に役立つ講座等、楽しく地域活動を行うための
様々な企画を実施！

詳しくは
こちら

地域活動をしている方、

地域活動をしてみたい方に

オススメ！
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始めるための費用
（イニシャルコスト）

続けるための費用
（ランニングコスト）

（例）備品購入
　　　場所の整備
　　　広報強化

（例）人件費
　　　場所代
　　　消耗品費

事業収入や会費などで賄う事業収入や会費などで賄う事業収入や会費などで賄う

補助金を活用する補助金を活用する補助金を活用する

収入−支出＝利益（余剰金）

次年度の事業に充てる

※補助金活用のイメージ

補助金の活用にあたっての注意点

補助金はあくまで「補助」なので、補助金を活用しているうちに、活動環境
（以下のポイント）を整備し、「補助」が無くなっても事業を継続運営でき
る体制を整えましょう。

①事業収入を確保する方法　②資金計画や事業運営の工夫

創出創出創出 促進促進促進 定着定着定着

活動を続けるための“お金”について

事業を続けていくためにはお金が必要です。目的（コミュニティの活性化）
と手段（お金）が入れ替わらないように注意しながら、収入を得て、活動を
充実させていきましょう。

構成員や株主に分配

（これは「営利」）

２３



はじめに

市民協働コーディネーターとは...？

　令和８年度より、西小倉コミュニティセンターと東宇治コ

ミュニティセンターに　　　　　　　　　　　　　　　　が

配置されています。

０９  市民協働コーディネーターの紹介

役員の負担を
減らしたい

活動を始めたい
       イベントを

やってみたい活動内容を
見直したい

同じ想いの相談
できる仲間を
見つけたい

　など、地域に関するお困りごとや相談ごとについて、市民協

働コーディネーターが一緒に考え、サポートします。

　まずは皆さんのお話をお聞かせください。

お問合せ先

宇治市
総務・市民協働部
市民協働推進課

電

話
：0774-20-8721

２４

市民協働コーディネーター
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